
菊川市におよそ10年住む外国人住民
渡辺 モニカ さん
「はじめての日本語教室」や「多文化共生理
解講座」では言語を本で学ぶのではなく、実
際に会話をしながら習得できるのがとても
楽しいです。「市のサポートが手厚いこと」
が菊川市のいいところだと思います。今後、
国籍を問わず交流できる場がもっと増える
とうれしいです。

菊川市家庭医療センター
森田 修平 医師
働く中で「外国人住民は受診に困っている
のでは」と感じていました。「はじめての日本
語教室」では参加者の方々と、受診での困り
ごとや難しく感じることを一緒に考えること
ができました。すべての方が健康で安心し
て暮らせるよう、誰一人取り残されない医
療を目指し今後も頑張ります。

しゅうへい
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は
じ
め
て
の
日
本
語
教
室

　

市
で
は
日
本
語
教
育
の
推
進

と
し
て
、初
級
レ
ベ
ル
の「
は
じ
め

て
の
日
本
語
教
室
」を
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
８

月
か
ら
12
月
ま
で
、全
12
回
開

催
し
ま
し
た
。教
室
に
は
ブ
ラ
ジ

ル
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
国
籍
の
外
国
人
住
民
が
参
加
。

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
外
国

人
住
民
が
２
人
１
組
の
ペ
ア
と

な
り
、会
話
を
通
じ
て
日
常
生

活
で
使
う
日
本
語
を
学
び
ま
し

た
。「
病
院
」を
テ
ー
マ
に
し
た
回

で
は
、病
院
へ
の
電
話
の
か
け
方

や
受
診
時
の
会
話
に
つ
い
て
練

習
を
行
っ
た
ほ
か
、菊
川
市
家
庭

医
療
セ
ン
タ
ー（
あ
か
っ
ち
ク
リ

ニ
ッ
ク
）の
医
師
も
参
加
し
、学

習
者
の
疑
問
や
不
安
に
答
え
ま

し
た
。

　

教
室
を
通
じ
て
受
講
生
と
日

本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

多
文
化
共
生
理
解
講
座

　

相
互
理
解
の
推
進
に
向
け
て
、

市
が
毎
年
開
催
し
て
い
る「
多

文
化
共
生
理
解
講
座
」で
は
、外

国
人
住
民
が
講
師
と
な
り
、参

加
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
文
化

や
生
活
、言
語
に
つ
い
て
学
ん
で

い
ま
す
。今
年
は
１
月
に
２
週
連

続
で
開
催
し
、32
人
の
参
加
者

が
、他
国
の
文
化
に
触
れ
ま
し

た
。
　
「
イ
ン
ド
の
一
日
」を
テ
ー
マ

に
し
た
回
で
は
、「
は
じ
め
て
の

日
本
語
教
室
」の
受
講
生
で
も

あ
り
、市
内
在
住
イ
ン
ド
出
身

の
パ
ラ
ム
さ
ん
が
母
国
を
紹
介
。

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
観
光
名
所

や
習
慣
な
ど
を
日
本
語
で
説
明

し
た
ほ
か
、イ
ン
ド
で
よ
く
食
べ

ら
れ
る
お
菓
子
の
試
食
も
行
わ

れ
、参
加
者
は
異
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

多文化共生サポーターとは、国際交流に関わる活動を
するボランティアのことです。通訳・翻訳やホームステイ、
日本語を教えるなどの活動にボランティア登録できます。
皆さんの語学力や経験を活かしてみませ
んか？サポーターの詳細や、登録方法は市
ホームページ（右記）をご覧ください。

多文化共生サポーター

菊川市国際交流協会は、「地域でできる国際交流」を
モットーに、国際交流を推進しています。日本語教室やク
リスマス会などの交流イベント、中学生等海外派遣事業
などの活動を行っています。会員登録に国
籍は問いません。登録方法の詳細は、市
ホームページ（右記）をご覧ください。

菊川市国際交流協会会員

会員募集中
市民向けに実施している出前行政講座は、どなたでも
参加できる講座を実現するため、ポルトガル語、英語に
対応した講座があります。また、市役所通訳（ポルトガル
語、英語）を無料で派遣することもできます。
ぜひご活用ください。詳細は市ホームペー
ジ（右記）をご覧ください。

外国人向け出前行政講座

つながる菊Ｃａｆ’eプロジェクトは、生活文化などをテーマ
に、体験活動や対話を中心としたワールドカフェ形式の
講座を毎月開催しています。テーマは民族衣装や、世界
のトイレなどさまざまです。開催時には市公式ＳＮＳなどで
お知らせします。ぜひご参加ください。
●問 星野洋美 tunagarukikucafe@gmail.com

毎月開催「つながる菊Caf’eプロジェクト」

講座実施中


